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CIO-1400 I/O 拡張モジュール取扱説明書
規制情報 ・ 適合宣言

適合宣言書

製造者 Cognex Corporation
One Vision Drive
Natick, MA 01760 USA

 マークの付与されたマシンビジ ョ ンシステム製品を以下の通り宣言し ます。

製品番号 CIO-1400 I/O 拡張モジュール : P/N 800-9012-2R (RoHS 準拠 )

準拠 89/336/EEC 電磁両立性指令

適合規格 EN 61000-6-4:2001 ク ラス A
EN 61000-3-2:2000 + A2:2005
EN 61000-3-3:1995 + A1:2001 + A2:2005
EN 61000-6-2:2005

EU 域内代理人 Cognex France
Immeuble le Patio
104 avenue Albert 1er
92563 Rueil Malmaison
France

安全規制

次の認証マークが製品に付与されています。
CSA ク ラス 2252.85 プロセス制御機器 - ア メ リ カ規格機器ク ラスⅢ準拠、汚染

度 2 、CSA22.1 EN 610101-1-04

FCC FCC （ア メ リ カ連邦通信委員会） 規則 第 15 章 ク ラス A 準拠
本装置は FCC 規則第 15 章に準拠し てお り、 次の 2 つの条件を前提と し て動作

し ます。 (1) 本装置が有害な干渉を起こ さ ないこ と。 (2) 本装置が干渉 （誤動作を

引き起こす恐れのある干渉を含む） を受けても耐える こ と。

本装置は高周波を発生 ・ 使用 ・ 放射する こ とがあ り ます。 取扱説明書の指示に
し たがわずに設置 ・ 使用し た場合、 無線通信に有害な干渉を与える可能性があ
り ます。 本装置を住宅地で使用する と有害な電波障害を起こす恐れがあ り、 こ
の場合、 使用者の負担で障害を是正する必要があ り ます。
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注意事項
人体への障害や機器の損傷を防ぐために、 CIO-1400 I/O 拡張モジ ュールを イ ンス ト ールす

る際には次の注意事項を厳守し て く だ さい。

･ CIO-1400 は、 UL 規格に準拠し た最低定格出力 24VDC、 750 mA のク ラス 2 LPS
(Limited Power Source) によ る電源供給を必要 と し ます。  異な る電圧を使用する

と、 火災や感電の危険性が生じ、 ハー ド ウ ェ アに損傷を与える原因と な り ます。

･ CIO-1400 を 24VDC 以外の電源に接続し ないで く だ さい。 異なる電圧を使用する

と、 火災や感電の危険性が生じ、 ハー ド ウ ェ アに損傷を与える原因と な り ます。

･ 過度の熱、 ほこ り、 水分、 湿度、 衝撃、 振動、 腐食性物質、 可燃性物質、 静電気な
どの環境下に、 保護筐体な し で CIO-1400 を設置し ないで く だ さい。

･ 過電圧、 回線ノ イズ、 静電気放電 (ESD)、 電力サージ、 そのほかの電源異常に起因

し た損傷や誤作動を防止するために、 ケーブルとワイヤはすべて高電圧電源を避け
て配線し て く だ さい。

･ CIO-1400 には、 ユーザが修理できる部品はあ り ません。 電気的または機械的な変

造を加えないで く だ さい。 許可な く 変造を行った場合は、 保証が無効にな り ます。

･ 各種規格関連団体からの明示的な了承な し に変更、 変造を行った場合は、 本機器の
使用権限を失う 可能性があ り ます。

･ CIO-1400 は屋内設置用と し て設計されています。
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1 はじめに

この章の内容

1.1 CIO-1400 I/O 拡張モジュールの概要 ...................................................... 1

1.2 In-Sight のサポー ト ............................................................................................ 2

1.1 CIO-1400 I/O 拡張モジュールの概要

CIO-1400 I/O 拡張モジュールは、 In-Sight 3400 および 5000 シ リーズのセンサの電源、 シ

リ アル、 ト リ ガおよび高速出力にアクセスする便利な方法を提供し ます。 CIO-1400 は、 こ

れらのセンサに対し てデ ィ ス ク リ ー ト 入出力点数を追加し、 シ リ アル通信におけるハー ド
ウ ェ アフ ロー制御機能をサポー ト し ます。

CIO-1400 には次の機能や装備が含まれます。

･ 取り外し可能な端子ブロ ッ ク

･ MODULE OK、 COMM OK （データ通信） 、 ト リ ガ、 および各入出力の状態を示す

LED ステータ スイ ンジケータ

･ DIN レール取り付け機構

In-Sight センサと CIO-1400 を接続するには、 I/O ケーブルが必要です。 I/O ケーブルの一端

は DB15 コネク タ、 も う一端は M12 コネク タ と なっ ています （ 2 ページの図 1-2 をご参照

く だ さい）。 I/O ケーブルは別途ご購入 く だ さい。

図 1-1: CIO-1400 I/O 拡張モジュール (P/N 800-9012-2R)
1



はじめに
図 1-2: I/O ケーブル

1.2 In-Sight のサポー ト

In-Sight ビジ ョ ンセンサや CIO-1400 を使用するためのさ まざまな資料が用意されていま

す。 ご活用 く だ さい。

･ 『In-Sight Explorer Help』 In-Sight Explorer ソ フ ト ウ ェ アから アクセス可能なオン ラ

イ ンヘルプ フ ァ イル

･ 『In-Sight 3400 イ ンス ト ールガイ ド』 Cognex P/N 597-0025-xx （英語、フ ラ ンス語、

日本語および ド イ ツ語版が利用可能です）

･ 『In-Sight 5000 シ リーズイ ンス ト ールガイ ド』 Cognex P/N 597-0027-xx （英語、 ス

ペイ ン語、 ド イ ツ語、フ ラ ンス語、日本語、韓国語、簡体字中国語版が利用可能です）

･ In-Sight オン ラ イ ンサポー ト セン ター

http://www.cognex.co.jp/support/insight.asp
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2 設置

この章の内容

2.1 CIO-1400 I/O 拡張モジュールの接続 ...................................................... 3

2.2 ソ フ ト ウ ェ アの設定.......................................................................................... 7

2.1 CIO-1400 I/O 拡張モジュールの接続

この節では、標準およびオプシ ョ ンの部品を使用し て CIO-1400 を接続する方法について説

明し ます。オプシ ョ ンおよびアクセサリ一覧につきま し ては製品のご購入先にお問い合わせ
く だ さい。

表 2-1: CIO-1400 I/O 拡張モジュールのコネク タおよびイ ンジケータ

コネク タ／イ ンジケータ 説明

COMM OK LED In-Sight センサと CIO-1400 が正常に通信し ている と き、 黄色の LED
が点灯し ます。

MODULE OK LED CIO-1400 に電源が投入されて初期化が行われ、 In-Sight センサとの通

信の準備が完了する と、 黄色の LED が点灯し ます。

I/O および ト リ ガステータ ス 
LED

各入出力信号が ON のと き、 黄色の LED が点灯し ます。

SENSOR コネク タ I/O ケーブルで接続された In-Sight センサに、 電源、 ト リ ガおよび I/O 

信号を提供し ます。

RS232 OUT コネク タ RS-232 シ リ アルケーブルを接続し、 CIO-1400 と外部デバイス とのシ

リ アル通信に使用し ます。

アースグラウン ド端子 コ モンアースグラウン ド に接続し ます。

端子ブロ ッ ク In-Sight センサ用の 24 VDC 電源、 ト リ ガ、 外部 I/O、 高速出力および

コ モン接続に使用し ます。
3



設置
CIO-1400 を接続する手順は次の通り です。

1. 24VDC 電源のスイ ッ チが OFF になっ ている こ と を確認し ます。

2. 各入出力に接続す る デバ イ ス を 決定 し ま す。 一般的 な 配線方法に つ い て は、
付録 C をご参照 く だ さい。コネク タおよび端子ブロ ッ クのピンの割り当てについて
は、 18 ページの 3.3 節 をご参照 く だ さい。

3. ド ラ イバを使用し て当該のねじ端子を緩めます。

4. リ モー ト  I/O デバイスからの信号およびグラウン ド線を、 図 2-1 に示すよ う に端子

ブロ ッ クの適切な位置に挿入し ます。

5. ド ラ イバでねじ端子を締め、 端子ブロ ッ クのリー ド線を固定し ます。

図 2-1: I/O ワイヤの接続

6. I/O ケーブル （DB15 コネク タ） を図 2-2 に示すよ う に CIO-1400 に接続し ます。 

注 :

CIO-1400 上の HS OUT 0 および HS OUT 1 出力端子は、 In-Sight 3400/5000
シ リ ーズセンサの内蔵出力に相当し ます。 CIO-1400 はこれらの信号を加工し
た り光絶縁回路を通し た りせず直結し ているため、 遅延のない 「高速出力」 と
呼ばれます。 

INPUT 1
OUT 2

OUT COMMON
IN COMMON
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7. In-Sight センサを リ モー ト シ リ アルデバイスに接続する場合は、 RS-232 シ リ アル

ケーブル （DB9 コネク タ） を CIO-1400 に接続し ます。

図 2-2: I/O ケーブルおよびシ リ アルケーブルの接続

8. I/O ケーブルのも う 一方の端 （M12 コネク タ） を 図 2-3 に示すよ う に、 In-Sight セ
ンサのブレーク アウ ト ポー ト （24VDC と表示） に接続し ます。

I/O ケーブル

シ リ アルケーブル
5



設置
図 2-3: In-Sight センサに CIO-1400 を接続する

9. 24VDC 電源の 24V 線とグラウン ド線を、 CIO-1400 の 24 VDC +/- 端子に接続し ま

す。 （図 2-4）

警告 :
CIO-1400 を 24VDC 以外の電源に接続し ないで く だ さい。それ以外の電圧を使
用する と、 火災または感電の危険を引き起こ し、 ハー ド ウ ェ アを損傷する場合
があ り ます。 また、 24VDC +/- 以外の端子に 24VDC 電源を接続し ないで く だ
さい。

COCO

TROL PAD

PWR ENET

24VDC ENET CA

EN
ET

24VD
C
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図 2-4: 電源の接続

2.2 ソ フ ト ウ ェ アの設定
CIO-1400 で拡張される入出力機能や RS-232 シ リ アル通信機能を有効化するには、 あらか

じめ In-Sight センサに CIO-1400 を認識させる必要があ り ます。

2.2.1 In-Sight センサに CIO-1400 を認識させる

In-Sight センサは、In-Sight Explorer ソ フ ト ウ ェ アまたは In-Sight 3400 を使用し て設定でき

ます。 付録 B をご参照 く だ さい。 

注 :

CIO-1400 は In-Sight フ ァ ームウ ェ ア 3.4.2 以降でサポー ト さ れて い ま す。
フ ァームウ ェ ア 3.4.1 以下の In-Sight センサをお使いの場合は、 認識作業の前
にフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し て く だ さい。

24 VDC -24 VDC+
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設置
In-Sight Explorer を使用し てセンサを設定する手順は次の通り です。

1. 前節の説明にし たがっ て、 In-Sight センサと CIO-1400 を I/O ケーブルで接続し て

く だ さい。

2. In-Sight Explorer ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 センサにログオン し ます。

3. [ センサ ] メ ニューから、 [ デ ィ スク リー ト  I/O の設定 ] を選択し 、 次に [ 出力設

定 ] を選択し ます。

図 2-5: I/O 出力設定へのアクセス
8
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図 2-6: デ ィ スク リー ト 出力設定

4. [ デ ィ スク リー ト 出力設定 ] ダイアログの左下にある [ 出力モジュール ] のリ ス ト か
ら [CIO-1400] を選択 し ます。 CIO-1400 の出力構成に合わせてダ イ ア ログが再設

定されます。

5. [ 名前 ]、 [ 種類 ] および [ 詳細設定 ] を設定し ます。 デ ィ スク リー ト  I/O 設定の基本

的概要に つ い ては、  付録 A を ご 参照 く だ さ い。 設定項目の詳細に つ い ては、
『In-Sight Explorer Help』 をご参照 く だ さい。

6. [OK] を選択し、 センサのメ モ リ に設定を保存し ます。

注 :

･ [ センサ ] メ ニューから [ デ ィ スク リー ト 入力設定 ] を選択し ても、 CIO-1400 の認識

作業を行う こ とが可能です。 

･ WriteDiscrete 関数を含むジ ョ ブ フ ァ イルを、 CIO-1400 の接続された In-Sight センサ

にロー ド し た と きは、 WriteDiscrete 関数の開始ビ ッ ト およびビ ッ ト 数パラ メ ー タ を
I/O ラ イ ンの新しい構成に合わせて変更し なければな り ません。
9



設置
2.2.2 シ リ アルポー ト の設定

RS-232 シ リ アルポー ト の設定手順は次の通り です。

1. [ センサ ] メ ニューから、 [ シ リ アルポー ト の設定 ] を選択し ます。

図 2-7: シ リ アルポー ト の設定へのアクセス

注 :
シ リ アルポー ト を設定する前に、 In-Sight センサに CIO-1400 を認識させてお
く 必要があ り ます。 2.2.1 節をご参照 く だ さい。
10
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図 2-8: シ リ アルポー ト の設定

2. [ モー ド ] リ ス ト から、 外部デバイス とのシ リ アル通信に使用するプロ ト コルを選
択し ます。

3. 必要に応じ て、 シ リ アルポー ト の設定 （[ ビ ッ ト / 秒 ]、 [ パリ テ ィ ]、 [ フ ロー制

4. 御 ] および [ 詳細設定 ]） を変更し、 [OK] を ク リ ッ ク し てセンサのメ モ リ に新しい

設定を保存し ます。

設定項目の詳細については、 『In-Sight Explorer Help』 をご参照 く だ さい。
11



3 仕様

この章の内容

3.1 一般的な仕様.......................................................................................................13
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3.3 コネク タおよび端子ブロ ッ クの仕様......................................................18

3.4 寸法...........................................................................................................................21

3.1 一般的な仕様

表 3-1: CIO-1400 I/O 拡張モジュールの一般的仕様

仕様 説明

互換性 In-Sight 3400 および In-Sight 5000 シ リーズビジ ョ ンセンサ

I/O ト リ ガ 光絶縁型 ト リ ガ入力 × 1

汎用入力 光絶縁型デ ィ スク リー ト  × 7

汎用出力 光絶縁型デ ィ スク リー ト  × 6
（最大 30 VDC、 100 mA）

高速出力 非絶縁型デ ィ スク リー ト  × 2
（最大 28 VDC、 200 mA）

通信 シ リ アル RS-232C ポー ト × 1、 2,400 ～ 115,200 bps、 

データ ビ ッ ト  8、 ス ト ッ プビ ッ ト  1、 RxD/TxD および

フ ロー制御 (RTS/CTS または Xon/Xoff）

ステータ ス LED MODULE OK
COMM OK
ト リ ガおよび各入出力× 1

機械部 材質 黒色プラスチ ッ ク

取り付け #3 DIN レール (35mm)

寸法 幅 130.0mm、 奥行き 89.6mm、 高さ 46.6mm

端子ブロ ッ ク 26 ～ 16 AWG
ト ルク 0.4 Nm

重さ 164 g

電源 24 VDC ± 10%、 750 mA

周囲 温度 0 ～ 50 ℃ （動作）

-10 ～ 65 ℃ （保管）

湿度 動作および保管 ： 0 ～ 90%、 結露し ないこ と

高度 2,000 m

汚染度 2

衝撃 IEC 68-2-27 に準拠、 80G

振動 IEC 68-2-6 に準拠、 10G

各種規格 CE、 FCC、 CSA、 RoHS
13



仕様
3.2 入出力の仕様

3.2.1 汎用入力

CIO-1400 I/O 拡張モジュールは、 イベン ト 実行の ト リ ガに使用できる 7 つの独立し た汎用

入力 (INPUT 1 ～ 7) を提供し、 In-Sight ビジ ョ ンセンサの機能を拡張し ます。汎用入力は光

絶縁されてお り、 一般に リ ミ ッ ト スイ ッ チ、 圧力スイ ッ チ、 温度スイ ッ チなどのセンサと直
接または間接的に接続し ます。 一般的な配線方法については、 付録 C をご参照 く だ さい。

図 3-1: 汎用入力

注 :

汎用入力ラ イ ンは入力コ モン （IN COMMON） を共有し ます。 し たがって、 汎用入力に

接続するすべてのデバイスは、 シン ク またはソースのいずれかに統一し ておかなければ
な り ません。

表 3-2: 汎用入力の仕様

仕様 説明

電圧 ON 10 ～ 30V （標準 24V）

OFF 0 ～ 8V

電流 ON >3mA

遅延 モジュール 1 ms (CIO-1400 内部での最大遅延 )

計 1.4 ms （入力状態が変化し てから In-Sight センサへのシ リ アル転送が

完了するまでの時間）
14
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3.2.2 ト リ ガ入力

CIO-1400 I/O 拡張モジュールは、In-Sight センサの ト リ ガ入力端子を提供し ます。CIO-1400
の TRIGGER +/- は、 I/O ケーブルを通じ て In-Sight センサに直結されてお り、 In-Sight セン

サ内で光絶縁されています。ト リ ガ入力は一般的に光電センサなど と直接または間接的に接
続されます。

図 3-2: ト リ ガ入力

表 3-3: ト リ ガ入力の仕様

仕様 説明

電圧 ON 20 ～ 28V （In-Sight センサ接続時）

OFF 0 ～ 3V

電流 6mA （In-Sight センサ接続時）

In-Sight
TRIGGER +

TRIGGER  -

I/O In-Sight
15



仕様
3.2.3 汎用出力

CIO-1400 I/O 拡張モジュールは、 In-Sight ビジ ョ ンセンサの出力機能を拡張し、外部機器へ

のイベン ト を発生させる 6 本の独立し た汎用出力 （OUT 2 ～ 7） を提供し ます。 汎用出力

は光絶縁されてお り、 一般に リ レー、 イ ンジケータ ラ イ ト 、 モータ など と直接または間接的
に接続し ます。 一般的な配線方法については 付録 C をご参照 く だ さい。

図 3-3: 汎用出力

注 :

汎用出力ラ イ ンは出力コ モン (OUT COMMON) を共有し ます。 し たがって、 汎用出力に接
続するすべてのデバイスは、 シン ク またはソースのいずれかに統一し ておかなければな り
ません。 

表 3-4: 汎用出力の仕様

仕様 説明

電圧 30V （24V 標準）

電流 100 mA （最大）、 自己復帰型ヒ ューズによ り保護

遅延 モジュール 150 µs  (CIO-1400 内部での最大遅延）

計 1.25 ms （In-Sight センサから CIO-1400 へのシ リ アル転送を開始し て

から出力状態の変化が完了するまでの所要時間）
16
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3.2.4 高速出力

CIO-1400 I/O 拡張モジ ュールは、 外部機器のイベン ト を発生さ せる 2 本の高速デ ィ ス ク

リー ト 出力 （HS OUT 0 ～ 1) を提供し ます。 これらの信号は CIO-1400 内部で処理する こ

と な く 高速出力端子に接続されています。

高速出力は光絶縁されていません。 絶縁型が必要な場合は汎用出力をご利用 く だ さい。

高速出力の配線例

図 3-4: 高速出力からス ト ロボコ ン ト ローラへ （シン クのみ）

注 :

･ CIO-1400 の高速出力ラ イ ンはシン ク （電流引き込み） 型でのみ接続が可能です。

･ 高速出力を OUT COMMON に接続し ないで く だ さい。 CIO-1400 内部ではリ ターンパ
ス と し て 24VDC - が使われています。  図 3-4 をご参照 く だ さい。

表 3-5: 高速出力の仕様

仕様 説明

電圧 28V （24V 標準）

電流 200 mA （最大）
17



仕様
3.3 コネク タおよび端子ブロ ッ クの仕様

3.3.1 RS-232 シ リ アルコネク タ

RS-232 シ リ アルコネク タは、 CIO-1400 と外部シ リ アルデバイスを接続するために使用し

ます。 表 3-6 は、 コネク タ上の各ピンの信号の割り当てを示し ます。 

表 3-6: RS-232 シ リ アルコネク タのピン割り当て

ピン番号 割り当て ピン番号 割り当て

1 接続な し 6 接続な し

2 TxD 7 CTS

3 RxD 8 RTS

4 接続な し 9 接続な し

5 GND
18
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3.3.2 In-Sight センサコネク タ

In-Sight センサコネク タは、センサへ電源を供給し、センサと CIO-1400 の間でデ ィ スク リー

ト  I/O およびシ リ アルデー タ を送受信し ます。 表 3-7 は、 コネク タ上の各ピ ンの信号の割

り当てを示し ます。 

表 3-7: In-Sight センサコネク タのピン割り当て

ピン番号 割り当て ピン番号 割り当て

1 24 VDC + 9 未使用

2 ト リ ガ + 10 未使用

3 ト リ ガ - 11 未使用

4 高速出力 0 12 未使用

5 高速出力 1 13 未使用

6 TxD ( センサ ) 14 未使用

7 RxD ( センサ ) 15 未使用

8 24VDC -
19
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3.3.3 端子ブロ ッ クの割り当て

表 3-8 は CIO-1400 上の端子ブロ ッ クの各ねじ端子の信号の割り当てを示し ます。

表 3-8: 端子ブロ ッ クのピン割り当て

ピン番号 割り当て ピン番号 割り当て

1 24 VDC + 13 INPUT 1

2 24 VDC - 14 IN COMMON

3 未使用 15 OUT 7

4 未使用 16 OUT 6

5 TRIGGER - 17 OUT 5

6 TRIGGER + 18 OUT 4

7 INPUT 7 19 OUT 3

8 INPUT 6 20 OUT 2

9 INPUT 5 21 HS OUT 1

10 INPUT 4 22 HS OUT 0

11 INPUT 3 23 OUT COMMON 

12 INPUT 2

1 23
20
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3.4 寸法
寸法は ミ リ メ ー ト ル単位。 数値は参考用であ り、 予告な しに変更される場合があ り ます。

図 3-5: CIO-1400 I/O 拡張モジュールの寸法

31.7

46.6

130.0

89.6
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付録 A

A.1 デ ィ スク リー ト 出力の設定
In-Sight センサのパラ レルデジ タル出力ラ イ ンは、In-Sight Explorer の[ デ ィ スク リー ト 出力

設定 ] ダイアログで設定し ます。 デ ィ スク リー ト 出力信号は、 In-Sight Explorer のスプレ ッ

ド シー ト で WriteDiscrete 関数を利用し て出力する こ とができます。

[ デ ィ スク リー ト 出力設定 ] ダイアログのデフ ォル ト 設定を図 A-1 に示し ます。

図 A-1: [ デ ィ スク リー ト 出力 ] のデフ ォル ト 設定

[ デ ィ スク リー ト 出力設定 ] ダイアログには、 [ 名前 ]、 [ 種類 ] および [ 詳細設定 ] とい う 3
つの設定可能なパラ メ ータが表示されています。

表 A-1: In-Sight デ ィ スク リー ト 出力機能

モデル 内蔵出力 （センサ） 追加出力 （CIO-1400）

In-Sight 3400 および

5000 シ リーズ

高速出力 × 2
ユーザ設定可能 LED × 2
（緑× 1、 赤× 1）

汎用出力 × 6
23



付録 A - デ ィ スク リー ト 出力の設定
A.1.1 ラ イ ンの名前

[ 名前 ] フ ィ ールド に新しい名前を入力し て、 出力ラ イ ン名を変更する こ とができます。 名
前は 15 文字まで入力可能です。 ラ イ ン名は表示のためだけに用意されてお り、 出力ラ イ ン
の機能を変更し た り、 スプレ ッ ド シー ト から参照し た りする こ とはできません。

A.1.2 ラ イ ンの種類

利用可能な出力タ イプを ド ロ ッ プダウン リ ス ト から選択し ます。

表 A-2: デ ィ スク リー ト 出力ラ イ ンの種類

タ イプ 説明

ユーザ用 スプレ ッ ド シー ト の WriteDiscrete 関数を使用し て、 この出力ラ イ ンの状

態を制御するよ う にし ます。 パルスまたはレベル出力を選択できます。

ハイ (High) 出力を HIGH (1) にし ます。

ロー (Low) 出力を LOW (0) にし ます。

画像取り込み開始 In-Sight センサが画像取り込みを開始し たこ と を示す信号です。常にパル

ス と な り ます。

画像取り込み終了 センサの画像取り込み終了を示す信号です。 常にパルス と な り ます。

ジ ョ ブ終了 スプレ ッ ド シー ト の更新を完了するたびに出す信号です。 常にパルス と
な り ます。

システムビジー In-Sight センサがジ ョ ブを実行し ている と き、またはユーザ入力に応答し

てい る と きは HIGH にな り ます。 In-Sight セ ンサがア イ ド ルの場合は

LOW です。

ジ ョ ブを開 く  - 完了 ジ ョ ブのロー ドが成功し たこ と を示す信号です。 常にパルス と な り ます。

エラー ： ジ ョ ブを開 く ジ ョ ブのロー ドが失敗し たこ と を示す信号です。 常にパルス と な り ます。

エ ラ ー ： 画像取 り 込み ミ
ス

画像取り込み終了信号が送信される前に画像取り込み ト リ ガを受信し た
か、 または画像取り込み ト リ ガを受信し た と きに画像バッ フ ァが利用で
きないこ と を示す信号です。 常にパルス と な り ます。

この信号は、 AcquireImage 関数の [ ト リ ガ ] パラ メ ータに [ カ メ ラ ] を

設定し ている場合のみ出力可能です。

エラー： ト ラ ッ クオーバー
ラ ン

予想時刻よ りやや遅れてスプレ ッ ド シー ト が遅延デ ィ ス ク リ ー ト 出力信
号を出力し たこ と を示す信号です。 常にパルス と な り ます。

エラー： ト ラ ッ クキューフ
ル

同時に別の出力が発生するよ う に予定されたラ イ ンに、 スプレ ッ ド シー
ト が遅延デ ィ ス ク リ ー ト 出力信号を出力し た こ と を示す信号です。 常に
パルス と な り ます。

オン ラ イ ン / オフ ラ イ ン In-Sight がオン ラ イ ンのと きは HIGH にな り ます。 In-Sight がオフ ラ イ ン

のと きは LOW です。
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A.1.3 ラ イ ンの詳細設定

[ 詳細設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 I/O ラ イ ンの設定にア クセスできます。 選択された

タ イプによ っ て、 [ パルス幅 ]、 [ 取り込み遅延 ]、 または [ ス ト ロボ / 照明制御の ト リ ガ ]
（HS OUT 1 のみ） ダイアログが表示されます。 

 [ 詳細設定 ] ダイアログのコ ン ト ロール

･ [ パルス ]: このチ ェ ッ クボ ッ ク スが ON のと きは、 出力はパルスにな り ます。 レベ

ル出力にするには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 取り込み遅延が 1 以

上のと き、 出力はパルスに設定されます。 

･ [ パルス幅 ]: 出力パルスの持続時間 （10 ～ 1000 ms） を指定し ます。

･ [ 取り込み遅延 ]: 信号のパルスを出力線が受信し た後、 出力を遅延させるための画
像取り込みパルスまたは ト ラ ッ キングパルスの数 （0 ～ 1000） を指定し ます。 取

り込み遅延が 0 の場合、 In-Sight センサは、 WriteDiscrete 関数を評価する とすぐ

に出力ラ イ ンを更新し ます。 取り込み遅延が 1 以上の場合、 出力ラ イ ンはパルス

に設定されます。

･ [ ス ト ロボ / 照明制御の ト リ ガ ]: （HS OUT 1 のみ） [ 立ち上がり エ ッ ジ ] は、 信号

の立ち上がり エ ッ ジでス ト ロボを ト リ ガ し、 [ 立ち下がり エ ッ ジ ] は、 信号の立ち
下がり エ ッ ジでス ト ロボを ト リ ガ し ます。

A.2 デ ィ スク リー ト 入力の設定
In-Sight センサのパラ レル入力ラ イ ンは、 [ デ ィ スク リー ト 入力設定 ] ダイアログ （図 A-1）

で設定 し ま す。 デ ィ ス ク リ ー ト 入力信号は、 In-Sight Explorer の ス プ レ ッ ド シ ー ト で

ReadDiscrete 関数を利用し て読み取る こ とができます。

ス ト ロボ 信号の立ち上がり または立ち下がり エ ッ ジでス ト ロボに ト リ ガをかける
こ とができます。 ス ト ロボ ト リ ガを 「立ち上がり エ ッ ジ」 に設定する と、

CCD の露光時に信号が HIGH にな り、 それ以外は LOW と な り ます。 ス

ト ロボ ト リ ガを 「立ち下がり エ ッ ジ」 に設定する と、 CCD の露光時に信

号が LOW と な り、 それ以外は HIGH にな り ます。 常にパルス と な り ま

す。 露光時間は外部ス ト ロボデバイスで設定されているス ト ロボパルス
時間よ り も 0.50 ms 以上長い時間を設定する必要があり ます。 

ス ト ロボを正常に作動させるには、In-Sight センサと ス ト ロボデバイスが

共通のグラウン ド に接続されている必要があり ます。

この信号は、 HS OUT 1 でのみ利用可能です。

表 A-3: In-Sight デ ィ スク リー ト 入力機能

モデル 内蔵入力 （センサ） 追加入力 (CIO-1400）

In-Sight 3400 および 

5000 シ リーズ

ト リ ガ× 1
汎用入力× 0

汎用入力× 7

表 A-2: デ ィ スク リー ト 出力ラ イ ンの種類

タ イプ 説明
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付録 A - デ ィ スク リー ト 入力の設定
図 A-2: [ デ ィ スク リー ト 入力設定 ] のデフ ォル ト 設定

[ デ ィ スク リー ト 入力設定 ] ダイアログは、 [ 名前 ]、 [ 種類 ]、 [ 信号 ] とい う  3 つの設定可
能なパラ メ ータによ り構成されています。

A.2.1 ラ イ ンの名前

[ 名前 ] フ ィ ールド に新しい名前を入力し て、 入力ラ イ ン名を変更する こ とができます。 名
前は 15 文字まで入力可能です。 ラ イ ン名は表示のためだけに用意されてお り、 入力ラ イ ン
の機能を変更し た り、 スプレ ッ ド シー ト から参照し た りする こ とはできません。
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A.2.2 ラ イ ンの種類

利用可能な入力タ イプを ド ロ ッ プダウン リ ス ト から選択し ます。

A.2.3 信号のタ イプ

選択された入力ラ イ ンの信号のタ イプを設定し ます。 これは、エ ッ ジの遷移に対する入力ラ
イ ンの状態を制御し ます。

･ [ 立ち上がり エ ッ ジ ]: パルスの立ち上がり エ ッ ジで入力ラ イ ンの状態が変わり ま
す。

･ [ 立ち下がり エ ッ ジ ]: パルスの立ち下がり エ ッ ジで入力ラ イ ンの状態が変わり ま
す。

･ [ 両方のエ ッ ジ ]: パルスの立ち上がり エ ッ ジおよび立ち下がり エ ッ ジの両方で入力
ラ イ ンの状態が変わり ます。 このオプシ ョ ンは、 イベン ト ト リ ガ選択時のみ有効
です。

表 A-4: デ ィ スク リー ト 入力ラ イ ンの種類

タ イプ 説明

ユーザ用 汎用入力ラ イ ンです。 スプレ ッ ド シー ト 上の ReadDiscrete 関数で入力値を読み

取った り イベン ト を振り分けた り し ます。

イベン ト ト リ ガ イベン ト を起動し ます。 スプレ ッ ド シー ト に Event 関数を置き、 [ ト リ ガ ] パラ

メ ータにこのデ ィ スク リー ト 入力ラ イ ン番号を指定する必要があ り ます。

ジ ョ ブ ID 番号 ジ ョ ブ ID 番号を指定する 1 つのビ ッ ト です。 ジ ョ ブ ID 番号は、 [ ジ ョ ブを開

く ] に設定された入力ラ イ ンの状態が ON になった場合に読み取られます。

ジ ョ ブ ID 番号の機能を使用するには、ジ ョ ブ フ ァ イル名の先頭に 0 ～ 63 の数値

をつけて保存し てお く 必要があ り ます。

オン ラ イ ン / オフ
ラ イ ン

In-Sight センサをオン ラ イ ン （=1） またはオフ ラ イ ン （=0） にし ます。

In-Sight Explorer での手動操作で In-Sight センサをオ フ ラ イ ンに し ている と き、

あるいはネイテ ィ ブモー ド コ マン ド SO0 で In-Sight センサをオフ ラ イ ンに し て

いる と きは、 この入力タ イプに設定し たラ イ ンをオン ラ イ ン （=1） にし てもオン

ラ イ ンモー ド にな り ません。

この入力タ イプを、 複数の入力ラ イ ンに割り当てる こ とはできません。

ジ ョ ブを開 く ON になる と、 すべてのジ ョ ブ ID 番号ラ イ ン を読み取り、 指定されたジ ョ ブを

ロー ド し ます。

この入力タ イプを、 複数の入力ラ イ ンに割り当てる こ とはできません。

注 :
信号のタ イプは、 [ 種類 ] のド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 [ イベン ト ト リ ガ ] または

[ ジ ョ ブを開 く ] を選択し た と きのみ利用可能です。
27



付録 B

B.1 In-Sight 3400 センサに CIO-1400 を認識させる

CIO-1400 で拡張される入出力機能や RS-232 シ リ アル通信機能を有効化するには、 あらか

じめ In-Sight センサに CIO-1400 を認識させる必要があ り ます。

In-Sight Explorer を使用し ても設定できます。 2.2.1 節をご参照 く だ さい。

In-Sight 3400 センサの設定手順は次の通り です。

1. 2.1 節の説明にし たがって CIO-1400 を In-Sight 3400 に接続し ます。

2. In-Sight 3400 にログオン し ます。

3. [ システム ] メ ニュー （図 B-1） を開き、 [ 設定 ] を選択し ます。 （図 B-2）

図 B-1: [ システム ] メ ニュー

注 :

CIO-1400 は In-Sight フ ァームウ ェ ア 3.4.2 以降でサポー ト されています。 フ ァーム
ウ ェ ア 3.4.1 以下の In-Sight をお使いの場合は、 認識作業の前にフ ァームウ ェ アをア ッ

プデー ト し て く だ さい。
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付録 B - In-Sight 3400 センサに CIO-1400 を認識させる
図 B-2: [ 設定 ] メ ニュー

4. [ 設定 ] メ ニューから、 [ デ ィ スク リー ト 出力 ] を選択し ます。

図 B-3: [ デ ィ スク リー ト 出力 ] ダイアログのデフ ォル ト 設定
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5. [OK] ボタ ンの左にある ド ロ ッ プダウン リ ス ト を開き、 [CIO-1400] を選択し ます。

[ デ ィ スク リー ト 出力 ] ダイアログは、CIO-1400 の出力構成に合わせて図 B-4 のよ

う に再設定されます。

図 B-4: CIO-1400 用に構成された [ デ ィ スク リー ト 出力 ] ダイアログ

6. [ デ ィ スク リー ト 出力 ] ラ イ ン設定にて、 ラ イ ンの [ 名前 ]、 [ タ イプ ] および [ 詳細
] を設定し ます。 デ ィ スク リー ト  I/O 設定の基本的概要については、 付録 A をご参

照 く だ さい。 設定項目の詳細については、 『In-Sight Explorer Help』 をご参照 く だ さ

い。

7. [OK] を選択し、 センサのメ モ リ に設定を保存し ます。

注 :

･ [ 設定 ] メ ニューで [ デ ィ スク リー ト 入力 ] を選択し ても、 CIO-1400 の認識作業を行
う こ とが可能です。

･ WriteDiscrete 関数を含むジ ョ ブ フ ァ イルを、CIO-1400 の接続された In-Sight センサ
にロー ド し た と きは、 WriteDiscrete 関数の開始ビ ッ ト およびビ ッ ト 数パラ メ ー タ を
I/O ラ イ ンの新しい構成に合わせて変更し なければな り ません。
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付録 B - シ リ アルポー ト の設定
B.2 シ リ アルポー ト の設定

RS-232 シ リ アルポー ト の設定手順は次の通り です。

1. [ システム ] メ ニューを開きます。

2. [ 設定 ] を選択し て、 [ 設定 ] メ ニューを開きます。

3. [ シ リ アルポー ト  1] を選択し ます。 ( 図 B-5)

図 B-5: [ シ リ アルポー ト ] ダイアログ

4. [ モー ド ] リ ス ト から、 外部デバイス とのシ リ アル通信に使用するプロ ト コルを選
択し ます。

5. 必要に応じ て、 シ リ アルポー ト の設定 （[ ビ ッ ト / 秒 ]、 [ パリ テ ィ ]、 [ フ ロー制
御 ]、 および [ 詳細 ]） を変更し、 [OK] を ク リ ッ ク し てセンサのメ モ リ に新しい設定

を保存し ます。

In-Sight 3400 ユーザイ ン タ フ ェ ースでのデ ィ ス ク リ ー ト 入出力やシ リ アル通信の設定方法

については、 『In-Sight Explorer Help』 をご参照 く だ さい。

注 :
シ リ アルポー ト を設定する前に、 In-Sight センサに CIO-1400 を認識させてお く 必要が

あり ます。 B.1 節をご参照 く だ さい。
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付録 C

C.1 入力および出力の配線
次の図は、 一般的な仕様での基本的な配線を示し ています。

注 :

･ In-Sight センサに電力を供給するため、 24 VDC +/-  のラ イ ンに 24 VDC 電源とグラ

ウン ド を接続する必要があり ます。

･ OUT COMMON は汎用出力のみに使用できます。 高速出力には使用できません。

･ 高速出力には、 24 VDC + から電源を得るか、 あるいは 24 VDC - と同じグラウン ド
を使用する外部電源をご用意 く だ さい。

･ 原則と し て、 CIO-1400 上の 24 VDC + 端子から外部デバイスに電力を供給し ないで

く だ さい。 電力がこれらのピンから供給される と、 汎用入力および出力は光絶縁され
ません。 入力や出力を光絶縁するには、 別の電源を使用し て く だ さい。

･ 汎用入力ラ イ ンは入力コ モン （IN COMMON） を共有し ます。 これと同様に、 汎用出

力ラ イ ン もまた出力コ モン （OUT COMMON） を共有し ます。 し たがって、 汎用入力
や汎用出力に接続するすべてのデバイスは、それぞれシン ク またはソースのいずれか
に統一し ておかなければな り ません。

･ [ ジ ョ ブを開 く ] に設定し た入力ラ イ ンに リ レーを接続し ないで く ださい。 リ レーか
らの信号が不安定 （接点バウンス と呼ばれます） にな り、 ジ ョ ブのロー ドが複数回実
行される恐れがあり ます。

･ 高速出力は光絶縁されていません。 また、 高速出力は CIO-1400 がシン クする （電流

を引き込む） タ イプでのみ接続可能です。
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付録 C - 入力および出力の配線
C.1.1 PLC または光電センサによる ト リ ガ （CIO-1400 ソース電流）

PLC または光電センサからのコ モン信号によ り、 In-Sight センサの ト リ ガ入力を制御し ま

す。

図 C-1: PLC または光電センサによる ト リ ガ （CIO-1400 ソース電流）
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C.1.2 PLC または光電センサによる ト リ ガ （CIO-1400 シン ク電流）

PLC または光電センサからの 24V 信号によ り、 In-Sight センサの ト リ ガ入力を制御し ます。

図 C-2: PLC または光電センサによる ト リ ガ （CIO-1400 シン ク電流）
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付録 C - 入力および出力の配線
C.1.3 PLC からの入力 （CIO-1400 ソース電流）

PLC からの 24V 信号によ り、 In-Sight センサの入力を制御し ます。

図 C-3: PLC からの入力 （CIO-1400 ソース電流）
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C.1.4 PLC からの入力 （CIO-1400 シン ク電流）

PLC からのコ モン信号によ り、 In-Sight センサの入力を制御し ます。

図 C-4: PLC からの入力 （CIO-1400 シン ク電流）
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付録 C - 入力および出力の配線
C.1.5 PLC への出力 （CIO-1400 ソース電流）

In-Sight センサからの 24V 信号によ り、 PLC 入力を制御し ます。

図 C-5: PLC への出力 （CIO-1400 ソース電流）
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C.1.6 PLC への出力 （CIO-1400 シン ク電流）

In-Sight センサからのコ モン信号によ り、 PLC 入力を制御し ます。

図 C-6: PLC への出力 （CIO-1400 シン ク電流）
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付録 C - 入力および出力の配線
C.1.7 パイ ロ ッ ト ラ イ ト またはリ レーへの出力 （CIO-1400 ソース電流）

In-Sight センサからの 24V 信号によ り、 パイ ロ ッ ト ラ イ ト やリ レーを制御し ます。

図 C-7: パイ ロ ッ ト ラ イ ト またはリ レーへの出力 （CIO-1400 ソース電流）
40



CIO-1400 I/O 拡張モジュール取扱説明書
C.1.8 パイ ロ ッ ト ラ イ ト またはリ レーへの出力 （CIO-1400 シン ク電流）

In-Sight センサからのコ モン信号によ り、 パイ ロ ッ ト ラ イ ト やリ レーを制御し ます。

図 C-8: パイ ロ ッ ト ラ イ ト またはリ レーへの出力 （CIO-1400 シン ク電流）
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付録 C - 入力および出力の配線
C.1.9 高速出力からス ト ロボコ ン ト ローラへ （CIO-1400 シン ク電流）

図 C-9: 高速出力からス ト ロボコ ン ト ローラへ （シン クのみ）

注 :
CIO-1400 の高速出力はシン ク電流での接続のみ可能です。 ソース電流での接続はでき

ません。
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